
一
　
は
じ
め
に

た
ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
水
内
郡
」
と
検
索
す
る
と
、群
馬
県
立
文
書
館
（
群

馬
県
前
橋
市
）
の
「
信
州
旅
人
病
死
埋
葬
依
頼
」
が
ヒ
ッ
ト
し
た
。

そ
れ
は
、
同
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
！
「
ぐ
ん
ま
古
文
書

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
公
開
さ
れ
た
文
書
の
写
真
（
釈
文
付
）
で
、天
保
十
年
（
一
八
三
九
）、

普
光
寺
村
（
現
長
野
県
上
水
内
郡
飯
綱
町
普
光
寺
）
の
久
兵
衛
が
上
州
群
馬
郡
元
惣
社

村
（
現
群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
）
で
行
倒
れ
、病
死
し
た
一
件
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。著

者
の
住
む
地
域
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
っ
た
の
で
興
味
を
惹
か
れ
、
同
館
の
サ
イ

ト
か
ら
所
蔵
文
書
目
録
の
検
索
を
続
け
る
と
、
ほ
か
に
も
関
連
し
そ
う
な
文
書
が
含
ま

れ
て
い
た
。
当
地
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
文
書
で
あ
る
た
め
、
詳
細
な
内
容
を
知
る
べ

く
同
館
を
訪
ね
文
書
を
閲
覧
し
て
き
た
の
で
紹
介
し
、
当
地
の
資
料
か
ら
わ
か
る
こ
と

を
若
干
補
足
し
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
紹
介
す
る
の
は
公
開
さ
れ
て
い
た
文
書
で
、
元
惣
社
村
か
ら
の
知
ら
せ
に

よ
っ
て
久
兵
衛
の
死
を
知
っ
た
普
光
寺
村
（
東
組
）
の
庄
屋
官
蔵
ら
か
ら
、
元
惣
社
村

役
人
に
あ
て
て
差
し
出
さ
れ
た
書
状
で
あ
る
（
旧
元
総
社
地
区
文
書
：
群
馬
県
立
文
書

館
所
蔵
）。

二
　
普
光
寺
村
久
兵
衛
行
倒
一
件

（
一
）
普
光
寺
村
役
人
か
ら
上
州
元
惣
社
村
役
人
へ
の
返
信

（
包
紙
上
書
き
）

　
天
保
十
亥
年
二
月

　
　
信
州
水
内
郡
普
光
寺
村

　
　
倒
死
人
久
兵
衛
一
件
書
物

　
　
一
札
之
事

一
當
村
百
姓
久
兵
衛
亥
六
十
歳
幷
忰
寅
吉
亥
十
歳

右
之
者
女
房
死
去
之
後
、
田
地
家
財
等
賣
拂
、
国
々

神
社
佛
閣
参
詣
之
心
願
ニ
而
、
去
々
年
中
家
出
仕
候

然
ル
處
、
此
節
其
御
國
ニ
而
病
死
致
し
候
所
、
以
御
深
切
を
遠
路

之
處
以
飛
脚
為
御
知
被
下
、
何
共
忝
仕
合
ニ
奉
存
候
、
何

卒
其
地
之
御
作
法
ニ
而
御
葬
被
下
度
奉
願
候
、
尤
親

類
等
も
無
之
候
間
、
忰
事
ハ
其
御
方
ニ
而
何
方
へ
成
と
も

御
仕
付
成
被
下
度
、
是
又
奉
願
入
候
、
万
事
御
厄
介

之
段
、
以
参
御
礼
可
申
上
之
所
、
打
續
凶
作
之
砌
、
殊
遠

路
之
儀
故
、
以
書
面
御
報
申
上
候
、
何
分
右
之
段
御
聞

済
被
下
様
、
一
同
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
天
保
十
年
亥
二
月
廿
日

普
光
寺
村
久
兵
衛
行
倒
一
件

　
　
　
　
　
　
―
村
役
人
の
つ
い
た
ウ
ソ
―	

小
栁
　
義
男
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本
多
豊
後
守
領
分

　
　
　
　
　
　
信
州
水
内
郡
普
光
寺
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
　
　
藤
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
姓
代
　
佐
五
兵
衛
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
六
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
　
　
官
　
蔵
　
㊞
　

　
上
州
群
馬
郡
元
惣
社
村

　
　
　
　
　
　
御
役
人
中

文
書
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
当
村
（
普
光
寺
村
）
百
姓
久
兵
衛
、
亥
の
年
（
天
保
十
年
）
六
十
歳
、
忰
寅
吉
、
亥

の
年
十
歳
の
二
人
は
、（
久
兵
衛
の
）
女
房
の
死
後
、田
地
・
家
財
を
売
り
払
い
、先
々

年
諸
国
の
神
社
仏
閣
参
詣
の
旅
に
出
ま
し
た
。

・（
そ
の
久
兵
衛
が
）
上
州
で
病
死
し
た
こ
と
を
、
ご
親
切
に
、
ま
た
遠
路
に
も
か
か

わ
ら
ず
ご
連
絡
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
元
惣
社
村

の
作
法
に
よ
っ
て
葬
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
普
光
寺
村
に
は
、
親
類
等
の
身
寄
り
が
な
い
の
で
、
寅
吉
の
身
が
立
ち
行
く
よ
う
、

ど
こ
へ
な
り
と
も
お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

・
い
ろ
い
ろ
ご
厄
介
を
お
か
け
し
た
の
で
、
お
伺
い
し
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
が
、
打
ち
続
く
凶
作
に
く
わ
え
遠
路
で
す
の
で
書
面
を
も
っ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

・
右
の
件
（「
其
地
之
御
作
法
ニ
而
御
葬
被
下
」、「
忰
事
ハ
其
御
方
ニ
而
何
方
へ
成
と

も
御
仕
付
成
被
下
」）
に
つ
い
て
ご
承
知
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
村
役
人
一
同
の
お

願
い
で
あ
り
ま
す
。

普
光
寺
村
の
久
兵
衛
（
六
十
歳
）
が
、
寅
吉
と
い
う
十
歳
に
な
る
息
子
を
連
れ
て

出
た
旅
先
で
病
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
倒
れ
人
は
た
び
た
び
あ
っ
た
よ
う
で
、
五
人
組
帳
に
そ
の
対
処
法
を

示
し
て
い
る
。
幕
府
領
柏
原
村
（
現
上
水
内
郡
信
濃
町
）
の
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

「
五
人
組
前
書
御
條
目
」（
１
）
に
は
「
行
倒
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
名
主
・
組
頭
立
合
、
委

細
相
改
所
持
之
雑
物
合
対
断
置
、死
骸
其
所
を
不
替
、番
人
附
置
早
速
注
進
可
仕
候
（
後

略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
普
光
寺
村
と
同
じ
飯
山
藩
領
で
も
、
替
佐
村
（
現
中
野
市
）

の
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
の
「
五
人
組
改
帳
」（
２
）
に
「
往
還
之
旅
人
又
者
、
郷
中

江
参
り
煩
候
欤
怪
我
仕
候
節
者
、
先
方
江
送
り
届
ケ
可
申
候
、
若
快
気
難
成
様
子
ニ
御

座
候
ハ
ゝ
、
乞
食
・
非
人
之
類
ニ
而
茂
在
所
等
委
細
承
り
届
ケ
、
早
速
御
注
進
申
上
御

差
図
受
可
申
候
、
相
果
候
ハ
ゝ
弥
以
御
注
進
可
申
上
候
（
後
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

在
所
が
確
認
で
き
れ
ば
、
そ
の
死
を
知
ら
せ
て
い
た
よ
う
で
、
豊
野
町
誌
に
は
、
宝

暦
八
年
（
一
七
五
八
）
四
月
二
十
日
、
越
後
国
蒲
原
郡
茅
野
山
村
（
現
新
潟
市
江
南
区

亀
田
）
の
母
子
が
伊
勢
参
宮
の
途
中
、
浅
野
村
（
現
長
野
市
）
で
病
死
し
た
た
め
、
浅

野
村
は
平
蔵
と
い
う
も
の
を
越
後
茅
野
山
村
ま
で
派
遣
し
て
母
親
の
死
亡
を
知
ら
せ
て

や
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
３
）。
元
惣
社
村
と
同
様
な
対
応
を
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

久
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
元
惣
社
村
は
、
当
時
高
崎
藩
（
八
万
二
千
石
）
松
平
右
京
亮

領
で
あ
っ
た
。
上
野
国
府
・
総
社
神
社
の
所
在
地
に
あ
り
、
上
野
国
の
中
心
と
し
て
栄

え
た
。
中
世
に
は
長
尾
氏
が
蒼
海
城
に
拠
り
、
当
地
方
の
中
心
で
あ
っ
た
。
慶
長
年

間
秋
元
長
朝
が
植
野
勝
山
に
新
城
を
築
き
、
城
下
町
を
設
営
し
、
新
城
を
総
社
城
と

し
て
以
降
、
当
地
は
元
総
社
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
田
一
九
町
六
反
余
、
畑
一
一
五
町
八
反
余
、

家
数
三
〇
八
、
人
数
は
男
六
八
二
・
女
五
六
〇
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
頃
に
は

田
四
七
町
四
反
余
、
畑
一
二
四
町
九
反
余
、
家
数
二
九
九
、
人
数
は
男
五
八
二
・
女

六
〇
一
で
あ
っ
た
（
４
）。

続
い
て
紹
介
す
る
の
は
、
先
の
文
書
と
一
緒
に
括
ら
れ
て
い
た
文
書
で
あ
る
。

文
書
（
写
真
一
）
は
、
元
惣
社
村
両
組
の
組
頭
か
ら
領
主
役
人
あ
て
に
差
し
出
さ
れ
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た
も
の
で
、
普
光
寺
村
の
組
頭
六
左
衛
門
と
庄
屋
官
蔵
を
尋
ね
て
聞
き
取
っ
た
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
普
光
寺
村
で
聞
き
取
っ
た
こ
と

　
　
乍
恐
以
始
末
書
奉
申
上
候

一
當
二
月
廿
日
、
本
田
豊
後
守
様
御
領
分
信
州
水
内
郡

普
光
寺
村
組
頭
六
右
衛
門
と
申
者
方
相
尋
、
御
村
方

百
姓
久
兵
衛
と
申
者
当
二
月
十
三
日
夜
私
共
村

方
徳
蔵
寺
地
内
ニ
而
急
病
相
煩
行
倒
死
去
仕
候
、
依
之

領
主
役
人
見
分
之
上
、
忰
寅
吉
相
尋
候
処
、
信
州

飯
山
御
領
分
善
光
寺
在
（
元
か
）
ニ
而
普
光
寺
村
之
百
姓
、
父
ハ

久
兵
衛
私
成
ハ
寅
吉
と
申
者
、
国
元
ニ
ハ
組
頭
六
右
衛
門

組
合
藤
右
衛
門
と
申
者
御
座
候
と
申
立
候
ニ
付
、
依
之
領
主

役
場
ゟ
右
久
兵
衛
住
居
可
相
被
尋
旨
、
被
　
仰
付
候
ニ
付
罷

越
候
と
申
上
候
處
、
組
頭
六
右
衛
門
答
ニ
ハ
其
儀
ハ
庄
屋
官

蔵
方
江
御
出
可
被
下
、
私
御
案
内
申
候
と
て
右
六
右
衛
門

同
道
、
庄
屋
官
蔵
方
江
参
り
前
書
訳
対
談
仕
候

所
、
官
蔵
申
候
ニ
ハ
久
兵
衛
と
申
者
、
先
年
私
共
村
方
ニ
而

日
雇
稼
キ
致
居
、
寅
吉
實
父
久
兵
衛
病
死
後
女
房

壱
人
暮
シ
ニ
而
罷
在
候
内
、
右
日
雇
取
致
居
候
久
兵
衛
誰

世
話
致
候
訳
ニ
も
無
之
、
自
然
聟
入
同
様
ニ
而
五
六
年
も

罷
居
、
其
内
女
房
死
去
之
後
、
田
地
家
財
等
賣
拂

諸
国
神
社
佛
閣
参
詣
心
願
ニ
而
、
去
々
年
中
家
出

仕
候
、
一
躰
儀
ニ
御
座
候
、
外
ニ
親
類
身
寄
之
者
等
更
ニ
無

御
座
候
、
只
組
合
藤
右
衛
門
と
申
者
壱
人
御
座
候
得
共
、
此
者

迚
も
極
貧
故
甚
難
渋
仕
、
何
卒
寅
吉
成
ハ
、
乍
御
厄
介

其
之
村
方
ニ
而
、
出
家
成
共
何
レ
宜
敷
御
取
斗
ひ
可
被
下
候

写真一　乍恐以始末書奉申上候
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様
、
是
悲
奉
願
上
候
、
猶
又
書
外
之
儀
ハ
以
口
上
奉

申
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
元
惣
社
村
両
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
頭
　
　
又
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
　
蔵

　
　
　
天
保
十
亥
年

　
　
　
　
　
　
　
二
月

　
　
　
　
　
矢
嶋
七
平
　
様

　
　
　
　
　
馬
場
永
之
助
様

文
書
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
今
年
（
天
保
十
年
）
の
二
月
二
十
日
、本
田
（
本
多
）
豊
後
守
様
御
領
分
（
飯
山
藩
）

信
州
水
内
郡
普
光
寺
村
の
組
頭
六
右
衛
門
と
い
う
も
の
を
尋
ね
て
、
次
の
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。

・
普
光
寺
村
の
久
兵
衛
と
申
す
者
が
二
月
十
三
日
、
私
ど
も
元
惣
社
村
の
徳
蔵
寺
地
内

で
急
病
の
た
め
亡
く
な
っ
た
の
で
、
領
主
役
人
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
息
子
の
寅
吉
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
信
州
善
光
寺
の
は
ず
れ
に
あ
る
飯
山
御
領
分
普

光
寺
村
の
百
姓
で
父
は
久
兵
衛
、
私
は
寅
吉
と
申
す
者
」、「
国
元
（
普
光
寺
村
）
に

は
、
組
頭
六
右
衛
門
、
組
合
（
五
人
組
か
）
藤
右
衛
門
と
申
者
が
お
り
ま
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

・
領
主
の
役
所
よ
り
、
久
兵
衛
の
住
ま
い
を
尋
ね
確
認
し
て
く
る
よ
う
申
し
付
け
ら
れ

た
の
で
参
り
ま
し
た
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
組
頭
六
右
衛
門
は
、「
そ
の
件
な
ら
庄
屋

の
官
蔵
方
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き
た
い
。私
が
ご
案
内
し
ま
す
。」と
の
答
え
で
し
た
。

・
六
右
衛
門
と
一
緒
に
庄
屋
官
蔵
方
へ
出
か
け
、（
再
び
）
こ
れ
ま
で
の
い
き
さ
つ
を

伝
え
ま
し
た
。

②
官
蔵
の
話
で
は
、
久
兵
衛
と
申
者
は
、
先
年
ま
で
、
私
共
の
村
で
日
雇
稼
ぎ
を
し
て

お
っ
た
も
の
に
間
違
い
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　（
お
尋
ね
の
久
兵
衛
は
）
寅
吉
の
實
父
久
兵
衛
が
病
死
後
、
女
房
が
一
人
暮
し
を
し

て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
雇
稼
ぎ
で
暮
ら
し
て
い
た
（
同
名
の
）
久
兵
衛
が
誰
か

世
話
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
自
然
と
聟
入
同
様
に
な
り
五
、六
年
も
一
緒

に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
そ
の
う
ち
、
女
房
が
病
死
し
た
の
で
、
田
地
や
家
財
等
を
売
り
払
い
、
諸
国
の
神

社
仏
閣
参
詣
を
こ
こ
ろ
ざ
し
て
、
去
々
年
中
（
お
と
と
し
）
家
を
出
て
い
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

・（
寅
吉
に
は
）
外
に
親
類
や
身
寄
り
の
者
が
お
り
ま
せ
ん
。
組
合
の
藤
右
衛
門
と
申

者
が
一
人
お
り
ま
す
が
、
こ
の
者
も
大
変
貧
し
く
生
活
に
困
っ
て
お
り
ま
す
（
で
す

の
で
、
寅
吉
の
面
倒
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
）。
ど
う
か
寅
吉
は
元
惣
社
村
の
皆
様
で
お

世
話
を
い
た
だ
き
、
出
家
さ
せ
る
な
り
ど
の
よ
う
に
で
も
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い

願
い
た
い
と
た
っ
て
の
頼
み
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
こ
と
は
、
口
頭
で
お
伝

え
申
し
上
げ
ま
す
。

普
光
寺
村
で
の
や
り
と
り
な
ど
詳
細
で
、
村
に
出
か
け
た
者
は
元
惣
社
村
の
村
役
人

と
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
文
書
か
ら
、
久
兵
衛
の
亡
く
な
っ
た
日
（
二
月
十
三
日
）
や
場
所
（
徳
蔵
寺
地

内
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、父
久
兵
衛
の
名
や
普
光
寺
村
の
組
頭
六
左
衛
門
、

組
合
藤
右
衛
門
の
名
は
寅
吉
か
ら
聞
き
だ
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
久
兵
衛
は
寅
吉
の
実
父
で
は
な
く
、
実
父
（
や
は
り
を
久
兵
衛
を
名
の
る
）

の
死
後
、
寅
吉
の
母
親
と
聟
入
同
様
の
状
態
に
な
り
、
五
、六
年
も
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
。
寅
吉
に
は
身
寄
り
の
者
が
お
ら
ず
、
組
合
（
五
人
組
か
）
の
藤
右
衛
門
も

極
貧
の
者
で
あ
る
の
で
、
元
惣
社
村
で
寅
吉
の
面
合
を
み
て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
等
の

事
情
が
記
さ
れ
て
い
る
。

使
い
の
者
は
、
二
月
十
三
日
に
亡
く
な
っ
た
久
兵
衛
の
故
郷
を
二
十
日
に
訪
れ
て
い

る
。
死
後
七
日
目
に
は
、
上
州
前
橋
（
元
惣
社
村
）
か
ら
普
光
寺
村
ま
で
訪
ね
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
最
短
コ
ー
ス
は
、
前
橋
―
渋
川
―
中
之
条
―
大
笹
（
嬬
恋
村
）
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―
鳥
居
峠
―
仁
礼
（
須
坂
）
―
小
布
施
―
普
光
寺
か
と
思
わ
れ
る
が
、
距
離
は
一
三
〇

㎞
ほ
ど
あ
る
の
で
四
日
前
後
は
か
か
る
（
５
）。
使
い
の
者
が
出
立
し
た
の
は
十
六
・
七
日

と
思
わ
れ
、
元
惣
社
村
役
人
が
迅
速
な
対
応
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

久
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
徳
蔵
寺
は
、
功
叡
山
蓮
華
院
と
号
し
、
天
台
宗
。
上
州
の
総

社
で
あ
る
総
社
神
社
境
内
の
東
に
隣
接
し
て
お
り
、
現
在
総
社
神
社
と
の
間
は
広
い
墓

地
と
な
っ
て
い
る
。
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
足
利
義
政
の
祈
願
所
と
し
て
建
立
さ
れ

た
と
伝
え
る
。
往
時
は
寺
中
七
ケ
寺
が
あ
り
、
幕
府
よ
り
朱
印
一
六
石
が
与
え
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
慶
長
十
二
年
秋
元
越
中
守
が
総
社
城
を
築
く
に
あ
た
り
徳
蔵
寺
を
総
社

に
移
し
て
光
厳
寺
と
称
し
た
。
こ
の
と
き
寺
中
七
ケ
寺
の
う
ち
四
ケ
寺
も
移
し
た
と
い

う
。
爾
来
、
徳
蔵
寺
は
名
の
み
と
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
六
年
に
元
の
地
に
再
建
さ
れ

た
と
い
う
（
６
）。
久
兵
衛
が
急
病
を
煩
っ
た
場
所
が
「
徳
蔵
寺
境
内
」
で
な
く
「
徳
蔵

寺
地
内
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
。

久
兵
衛
が
神
社
仏
閣
参
詣
を
心
願
に
出
立
し
た
と
い
う
官
蔵
の
言
葉
が
事
実
で
あ
る

な
ら
、久
兵
衛
は
徳
蔵
寺
地
内
に
隣
接
す
る
総
社
神
社
を
参
詣
し
た
（
し
よ
う
と
し
た
）

の
で
は
な
い
か
。

元
惣
社
村
の
文
書
か
ら
わ
か
る
の
は
こ
れ
ま
で
で
あ
る
。
普
光
寺
村
に
残
る
文
書
で

何
か
わ
か
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
村
役
人
が
つ
い
た
ウ
ソ

（
一
）
普
光
寺
村
の
概
略

久
兵
衛
の
故
郷
で
あ
る
普
光
寺
村
は
、
ほ
ぼ
飯
綱
町
の
中
央
部
に
あ
り
、
町
役
場
の

あ
る
牟
礼
の
集
落
と
は
鳥
居
川
を
挟
ん
で
立
地
し
て
い
る
。
町
の
中
央
を
流
れ
る
鳥
居

川
の
左
岸
（
北
側
）
に
そ
っ
た
わ
ず
か
な
平
地
と
、
火
山
噴
出
物
に
よ
っ
て
鳥
居
川
が

堰
き
止
め
ら
れ
、
一
帯
が
湖
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
（
７
）
を
経
て
そ
の
後
に
形
成
さ

れ
た
段
丘
上
の
平
坦
面
に
普
光
寺
の
集
落
や
耕
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
背
後
は
信
濃
町

と
の
境
を
な
す
山
地
（
丘
陵
）
と
な
っ
て
お
り
、
鳥
居
川
に
向
か
っ
て
南
下
が
り
の
斜

面
と
な
る
。
段
丘
上
の
集
落
か
ら
は
、
眼
下
に
矢
筒
山
や
牟
礼
の
集
落
、
目
を
転
じ
る

と
飯
縄
山
か
ら
四
阿
山
、
志
賀
の
山
々
ま
で
眺
望
で
き
る
。

集
落
内
の
標
高
五
四
五
㍍
前
後
の
所
を
倉
井
用
水
（
堰
）
が
、
標
高
五
四
〇
㍍
前
後

の
所
を
普
光
寺
用
水
が
流
れ
、
背
後
の
山
腹
の
標
高
六
一
〇
㍍
前
後
の
と
こ
ろ
を
芋
川

用
水
が
流
れ
る
。
三
本
の
用
水
は
江
戸
時
代
初
期
に
は
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
集
落
の
南

に
は
水
田
が
広
が
る
。
飯
山
藩
の
穀
倉
地
帯
で
あ
っ
た
。

普
光
寺
村
の
村
名
が
初
め
て
確
認
で
き
る
の
は
、
鎌
倉
幕
府
が
嘉
暦
四
年

（
一
三
二
九
）
に
諏
訪
上
宮
の
五
月
会
及
び
御
射
山
の
頭
役
を
定
め
た
文
書
で
あ
る
。

そ
こ
に
「（
十
番
五
月
）
会
分
　
黒
河
福
王
子
長
沼
下
浅
野
郷
豊
後
左
京
進
入
道
跡
」

と
記
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

村
名
は
性
空
山
普
光
寺
に
由
来
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
寺
の
寺
伝
は
、

「
創
建
、
正
暦
元
年
僧
性
空
開
山
、
往
古
天
台
宗
に
し
て
、
古
跡
大
伽
藍
の
地
、
そ

の
跡
字
鐘
山
に
顕
然
た
り
。
そ
の
後
寺
領
本
村
一
円
を
領
す
。
故
に
寺
号
を
以
て
村
名

と
為
す
。
後
治
承
の
役
に
よ
っ
て
大
い
に
衰
う
。
永
正
年
間
矢
筒
の
城
主
島
津
秀
長
大

い
に
修
理
を
加
え
又
振
う
。
天
文
五
年
僧
貞
雲
浄
土
宗
に
転
ず
（
後
略
）」
と
記
す
（
９
）。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
「
信
濃
国
郷
帳
」（
10
）

に
は
、
普
光
寺
村
は
高

一
〇
二
八
石
六
斗
四
升
三
合
と
記
さ
れ
て
い
る
。
大
村
で
あ
る
た
め
、
当
時
は
東
西
二

つ
の
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
庄
屋
が
い
た
。
官
蔵
は
東
組
の
庄
屋
で
、
近
隣

の
村
々
を
代
表
し
て
の
訴
訟
や
も
め
ご
と
な
ど
の
扱
い
人
（
仲
裁
人
）
と
し
て
た
び
た

び
名
が
み
え
る
人
物
で
あ
る
。

　（
二
）
村
役
人
の
つ
い
た
ウ
ソ
と
背
景

先
の
文
書
で
、
藤
右
衛
門
が
「
此
者
迚
も
極
貧
故
甚
難
渋
仕
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の

に
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
た
。
と
い
う
の
も
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
藤
右

衛
門
は
百
姓
代
を
務
め
て
い
る
の
で
（
11
）、
有
力
な
百
姓
の
一
人
で
は
な
い
か
と
思
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
持
高
を
知
る
手
掛
か
り
が
な
く
結
論
を
出
せ
な
か
っ
た
。
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そ
の
後
、
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
に
寄
贈
さ
れ
た
窪
田
武
志
家
文
書
（
旧
普
光

寺
村
原
）
を
み
な
お
し
た
と
こ
ろ
「
甲
天
保
十
五
年
　
辰
御
年
貢
取
附
帳
　
十
一
月
吉

日
　
庄
屋
官
蔵
」
と
表
書
き
さ
れ
た
文
書
（
12
）
が
確
認
で
き
た
。
こ
こ
に
官
蔵
組
（
普

光
寺
村
東
組
）
内
の
三
組
（
舟
久
保
組
・
東
組
・
原
組
）
七
三
名
の
持
高
と
越
石
（
普

光
寺
西
組
、
牟
礼
村
民
ら
の
所
有
地
分
）
二
八
名
の
持
高
が
記
さ
れ
て
い
た
。
天
保
十

年
か
ら
五
年
後
の
記
録
で
は
あ
る
が
十
分
参
考
に
な
ろ
う
。
同
書
を
も
と
に
官
蔵
組
の

村
人
の
持
高
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

四
十
石
以
上
は
舟
久
保
組
の
庄
屋
官
蔵
と
官
蔵
死
去
の
後
に
庄
屋
と
な
る
原
組
の
権

左
衛
門
の
二
人
。
四
十
石
未
満
二
十
石
以
上
の
持
高
は
東
組
の
八
右
衛
門
一
人
。

二
十
石
未
満
十
石
以
上
の
持
高
の
者
が
一
七
名
。
藤
右
衛
門
（
東
組
）
は
こ
の
中
に

含
ま
れ
、
持
高
は
一
四
石
五
升
二
合
で
全
体
の
九
番
目
で
あ
っ
た
。

十
石
未
満
五
石
以
上
の
持
高
が
一
一
名
、
五
石
未
満
一
石
以
上
の
持
高
が
三
〇
名
、

一
石
未
満
の
持
高
が
一
二
名
と
な
る
。

「
此
者
迚
も
極
貧
故
甚
難
渋
仕
」
と
記
さ
れ
て
い
た
藤
右
衛
門
は
、
五
石
未
満
の
者

が
全
体
の
半
数
以
上
い
る
中
で
、
十
四
石
余
の
持
高
が
あ
っ
た
。
　

こ
の
文
書
に
は
、
日
雇
い
稼
ぎ
を
し
、
田
地
家
財
を
売
り
払
っ
て
村
を
出
て
行
っ
た

と
い
う
久
兵
衛
（
東
組
）
の
名
も
記
さ
れ
て
い
た
。
久
兵
衛
名
義
の
持
高
は
「
一
畑
　

三
升
七
合
五
勺
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
到
底
生
活
で
き
ず
、
日
雇
い
あ

る
い
は
小
作
等
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

極
わ
ず
か
の
土
地
で
あ
る
が
、
売
り
払
う
と
い
っ
て
も
形
式
は
質
地
証
文
を
取
り
交

わ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ま
だ
質
入
れ
の
期
限
が
過
ぎ
て
お
ら
ず
久
兵
衛
の
名
義

が
残
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
13
）。

で
は
村
役
人
（
官
蔵
）
は
、
村
で
も
上
位
の
持
高
で
あ
る
藤
右
衛
門
を
極
貧
故
甚
難

渋
と
伝
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
来
、
父
親
を
亡
く
し
た
寅
吉
は
、
親
類
や
普
光
寺
村
が

責
任
を
も
っ
て
育
て
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
（
14
）。
し
か
し
、
天
保
四
年
（
地
域
に

よ
っ
て
は
三
年
）
か
ら
断
続
的
に
続
い
て
き
た
凶
作
・
飢
饉
の
た
め
村
民
も
困
窮
し
て

お
り
寅
吉
を
引
き
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
ウ
ソ
を
つ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
15
）。

村
役
人
は
村
（
と
寅
吉
）
の
た
め
ウ
ソ
を
つ
い
た
の
で
あ
る
。
文
書
に
記
さ
れ
た
内

容
が
必
ず
し
も
事
実
で
な
い
こ
と
を
示
す
良
い
例
が
あ
る
。

『
文
化
六
年
　
公
用
御
用
留
　
小
玉
村
』（
16
）
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
か
ら

の
小
玉
村
（
現
飯
綱
町
小
玉
）
御
用
留
の
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
折
々
の
村

に
係
わ
る
記
録
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
天
保
十
二
年
の
諏
訪
社
（
現
諏
訪
大

社
）
の
奉
加
金
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

　
上
宮
之
事

一
諏
訪
一
ノ
宮
御
祝
御
奉
加
之
儀
者
、
三
拾
疋
之
所
帳
面
に
ハ
金
弐
朱
と

　
記
し
置
候
得
共
、
金
之
所
ハ
三
拾
疋
ニ
御
座
候

　
　
　
天
保
十
二
年
丑
年
五
月
十
三
日
納
ル

同
定
式
御
奉
加
ハ
、
三
拾
疋
之
帳
面
ニ
而
、
金
之
所
ハ
弐
拾
疋
ニ
御
座
候

諏
訪
上
社
の
奉
加
金
は
三
拾
疋
（
三
百
文
）
で
あ
っ
た
が
、
二
朱
（
五
百
文
）
と
記

帳
し
た
こ
と
、
例
年
の
奉
加
金
は
二
拾
疋
で
あ
る
が
、
三
拾
疋
と
記
帳
し
て
い
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
水
増
し
は
、他
村
へ
の
配
慮
等
に
よ
り
両
者
（
諏
訪
社
側
・

小
玉
村
）
が
承
知
の
上
で
記
帳
し
た
は
ず
で
あ
る
。
諏
訪
社
で
は
実
際
の
奉
加
金
を
記

載
し
た
帳
簿
も
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

飯
山
市
誌
に
は
、
天
保
四
年
の
凶
作
の
年
に
、
検
見
の
坪
刈
結
果
を
虚
偽
報
告
し
た

記
録
が
み
ら
れ
る
（
17
）。

「
御
見
分
、
新
田
の
坪
、
青
籾
一
升
八
合
五
勺
御
座
候
得
共
、
書
上
帳
に
は
一
升
五

勺
と
書
上
げ
、
印
形
三
人
い
た
し
申
し
候
」

坪
刈
は
、
田
地
一
坪
の
稲
を
刈
り
と
り
収
量
を
検
査
し
た
も
の
で
、
そ
の
年
の
年
貢

高
を
決
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
藩
に
報
告
す
る

さ
い
、
そ
の
数
値
を
四
割
余
り
も
少
な
く
報
告
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

二
例
と
も
、
た
ま
た
ま
事
実
が
書
き
と
め
ら
れ
た
の
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
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う
し
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
内
容
を
文
字
通
り
に
受
け
止
め
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
寅
吉
の
そ
の
後

寅
吉
の
そ
の
後
の
行
方
が
気
に
な
っ
て
、
群
馬
県
立
文
書
館
所
蔵
文
書
を
「
寅
吉
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
し
て
み
た
。
す
る
と
、「
旧
元
惣
社
地
区
文
書
」の
中
に「
落

着
一
札
之
事
（
組
頭
勝
造
役
介
寅
吉
、
元
植
野
村
定
五
郎
役
介
縁
組
に
つ
き
引
取
）
弘

化
３
年
３
月
」
と
表
記
さ
れ
た
文
書
（
写
真
二
）
に
行
き
あ
た
っ
た
。

こ
れ
は
、
久
兵
衛
の
忰
寅
吉
に
違
い
な
い
と
見
当
を
つ
け
、
文
書
館
に
出
か
け
た
お

り
に
一
緒
に
閲
覧
し
た
。

　
　
落
着
一
札
之
事

一
其
御
村
組
頭
勝
造
役
介
寅
吉
当
午
ノ

拾
七
才
、
当
村
定
五
郎
役
介
ニ
其
御
村
権
兵
衛

世
話
を
以
縁
組
引
取
申
候
、
然
ル
上
者
当
村
人

別
帳
面
載
可
申
候
旨
、
以
後
其
村
人

別
御
帳
面
御
除
キ
可
被
成
候
、
為
後
日
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
平
大
和
守
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
植
野
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
弥
兵
衛
㊞

　
　
弘
化
三
丙
午
年

　
　
　
　
　
　
　
　
三
月

　
　
　
　
松
平
右
京
亮
様
御
領
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
惣
社
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
名
主
中

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
は
、親
久
兵
衛
と
死
に
別
れ
た
天
保
十
年
か
ら
七
年
が
た
っ

写真二　落着一札之事
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て
い
る
。
当
時
十
歳
の
寅
吉
は
十
七
歳
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

手
元
に
運
ば
れ
て
き
た
文
書
に「
寅
吉
当
午
ノ
拾
七
歳
」と
記
さ
れ
て
い
た
。役
介（
厄

介
）
者
と
い
う
境
遇
で
あ
る
こ
と
も
あ
わ
せ
、寅
吉
本
人
に
間
違
い
な
い
と
確
信
し
た
。

寅
吉
が
無
事
成
長
し
て
い
た
の
を
確
認
し
、
ホ
ッ
と
す
る
こ
と
が
で
き
た
瞬
間
で
あ
っ

た
。文

書
は
、
元
植
野
村
名
主
弥
兵
衛
か
ら
元
惣
社
村
名
主
に
宛
て
た
も
の
で
、
そ
の
あ

ら
ま
し
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

・
元
惣
社
村
組
頭
勝
造
の
役
介
（
世
話
）
に
な
っ
て
い
る
寅
吉
、
当
年
十
七
歳
は
、
元

惣
社
村
権
兵
衛
の
世
話
（
仲
立
ち
）
で
、
元
植
野
村
定
五
郎
の
役
介
（
使
用
人
か
）

に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

・
こ
の
後
は
、
元
植
野
村
の
人
別
帳
に
載
せ
ま
す
の
で
、
元
惣
社
村
の
人
別
帳
か
ら
除

い
て
く
だ
さ
い
。
後
日
の
証
拠
と
し
て
こ
の
と
お
り
書
き
記
し
ま
す
。

元
植
野
村
（
植
野
村
）
は
（
前
橋
市
総
社
町
植
野
）
利
根
川
左
左
岸
の
村
。
当
時
武

蔵
国
川
越
藩
（
十
五
万
石
）
松
平
大
和
守
領
で
あ
り
、
前
橋
に
置
か
れ
た
陣
屋
の
支
配

を
う
け
て
い
た
。
南
に
位
置
す
る
総
社
町
の
と
な
り
が
元
惣
社
村
に
な
る
。

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
は
幕
府
領
で
高
四
九
〇

石
三
斗
余
。
田
方
五
町
四
反
余
、
畑
方
七
七
町
七
反
余
、
新
田
高
一
五
石
八
斗
余
、
反

別
二
町
六
反
余
、家
数
一
〇
七
、人
数
男
二
六
三
、女
二
一
三
。
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）

頃
の
家
数
一
五
九
、
人
数
男
三
四
三
、
女
三
五
七
。
民
業
は
「
男
農
桑
ヲ
業
ト
ス
ル
モ

ノ
百
五
十
戸
、
女
養
蚕
製
糸
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
ノ
百
五
十
人
」
と
記
さ
れ
養
蚕
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
18
）。

文
書
の
解
読
後
、
新
た
に
寅
吉
を
世
話
す
る
こ
と
に
な
っ
た
「
定
五
郎
」
を
同
館
の

シ
ス
テ
ム
で
検
索
（
植
野
村
定
五
郎
）
す
る
と
、「
大
谷
典
子
家
文
書
」
の
な
か
に
大

野
屋
定
五
郎
、
大
谷
定
五
郎
と
記
さ
れ
る
文
書
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
大
谷
定
五
郎
が
「
定
五
郎
」
で
は
な
い
か
と
検
討
を
つ
け
、
同
家
の
文
書
目
録

を
み
て
い
く
と
明
治
二
一
年
三
月
の「
不
幸
見
舞
帳
　
父
定
五
郎
88
歳
」に
い
き
あ
た
っ

た
。
大
谷
定
五
郎
は
明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
に
八
八
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

弘
化
三
年
に
寅
吉
を
引
き
取
っ
た
人
物
と
す
る
と
、
当
時
四
二
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。
寅
吉
が
存
命
な
ら
六
三
歳
。
定
五
郎
の
悔
や
み
に
訪
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
、

再
度
同
館
を
訪
れ
文
書
を
閲
覧
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
手
元
に
運
ば
れ
て
き
た
文
書
の

中
に
寅
吉
の
名
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

寅
吉
の
所
在
を
確
認
で
き
る
文
書
を
見
つ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

五 

　
ま
と
め

　
本
稿
で
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

①
　
上
州
元
惣
社
村
に
残
っ
た
文
書(

旧
元
総
社
地
区
文
書)

か
ら
、
天
保
十
年
普
光

寺
村
久
兵
衛
が
元
惣
社
村
で
病
死
し
た
一
件
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
た
。

②
　
普
光
寺
村
の
文
書
か
ら
、
元
惣
社
村
の
文
書
に
記
さ
れ
た
普
光
寺
村
の
久
兵
衛
や

庄
屋
官
蔵
、
組
頭
六
右
衛
門
、
組
合
藤
右
衛
門
の
所
在
、
持
高
を
確
認
で
き
た
。

③
　
久
兵
衛
と
一
緒
に
い
た
忰
寅
吉
の
世
話
を
め
ぐ
っ
て
、
普
光
寺
村
役
人
は
久
兵
衛

に
は
身
寄
り
の
者
が
な
く
、
組
合
の
藤
右
衛
門
も
「
極
貧
故
甚
難
渋
」
し
て
い
る
の

で
普
光
寺
村
で
は
面
倒
を
み
ら
れ
な
い
。
元
惣
社
村
で
世
話
を
し
て
ほ
し
い
と
返
答

し
て
い
る
が
、
藤
右
衛
門
は
村
で
は
上
層
に
属
す
る
百
姓
で
あ
っ
た
。「
極
貧
故
甚

難
渋
」
と
い
う
の
は
、
村
役
人
の
つ
い
た
ウ
ソ
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
（
19
）。

④
　
村
役
人
の
ウ
ソ
は
、
打
ち
続
い
た
天
保
期
の
凶
作
・
飢
饉
に
よ
り
村
全
体
が
疲
弊

し
て
い
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
　
寅
吉
は
、
元
惣
社
村
組
頭
勝
造
の
役
介
に
な
り
成
長
し
て
い
た
。
七
年
後
、
今
度

は
元
植
木
村
（
植
木
村
）
定
五
郎
の
役
介
に
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

日
頃
、
目
に
し
て
い
る
古
文
書
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
（
記
さ
な
か
っ
た
）
事
情
が

隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
確
か
め
る
に
は
、
他
の
文
書
と
突
き
合
わ

せ
て
内
容
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
比
べ
ら
れ
る
文
書
が
た
く
さ
ん
あ

れ
ば
よ
い
の
だ
が
現
状
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
群
馬
県
立
文
書
館
の
よ
う
に
所
蔵
文
書
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の
検
索
シ
ス
テ
ム
の
普
及
が
進
め
ば
そ
の
手
助
け
と
な
ろ
う
。
当
館
に
お
い
て
は
、
い

ま
だ
地
域
に
残
る
文
書
の
所
在
確
認
や
文
書
目
録
作
成
が
課
題
で
あ
る
が
、
い
つ
の
日

か
所
蔵
文
書
の
検
索
シ
ス
テ
ム
を
整
え
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
旧
元
総
社
地
区
文
書
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
群
馬
県
立
文
書
館
に
ご
配
慮
い
た
だ

い
た
。
同
文
書
の
翻
刻
に
際
し
て
、
高
野
清
氏
を
は
じ
め
、
飯
綱
郷
土
史
研
究
会
古

文
書
解
読
会
の
参
加
者
の
協
力
を
得
た
。
と
も
ど
も
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注１
　
柏
原
町
区
誌
編
纂
委
員
会
一
九
八
八
『
柏
原
町
区
誌
』

２
　
長
野
県
史
刊
行
会
一
九
七
五
『
長
野
県
史
近
世
史
料
編
第
八
巻
（
一
）
北
信
編
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
嘉
永
七
年
三
月
　
水
内
郡
替
佐
村
五
人
組
改
帳
」

３
　
豊
野
町
誌
刊
行
委
員
会
一
九
九
〇
『
豊
野
町
の
歴
史
』（
豊
野
町
誌
２
）

４
　
平
凡
社
一
九
八
七
　『
群
馬
県
の
地
名
』「
元
総
社
村
」

５
　
冬
季
は
積
雪
の
た
め
通
行
が
困
難
に
な
る
が
、
天
保
十
年
二
月
二
十
日
は
西
暦
に

換
算
し
て
一
八
三
九
年
四
月
三
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
通
行
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

６
　
前
橋
市
教
育
委
員
会
一
九
七
一『
文
化
財
調
査
報
告
書
第
２
集
』。同
書
に
よ
れ
ば
、

徳
蔵
寺
が
移
転
し
た
後
も
寺
内
の
放
光
院
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。

７
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
期
は
約
２
～
４
万
年

前
ご
ろ
と
い
う
。

　
　
中
野
亮
一
二
〇
〇
九
『
西
四
ツ
屋
遺
跡
・
表
町
遺
跡
』
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
ほ
か
　

８
　
信
濃
史
料
刊
行
会
一
九
五
四
『
信
濃
史
料
第
五
巻
』　

　
　
普
光
寺
は
古
く
は
福
王
子
と
表
記
さ
れ
た
。

９
　
三
水
村
誌
編
纂
委
員
会
一
九
八
〇
『
三
水
村
誌
』「
寺
院
」

　
　
飯
山
藩
が
領
内
の
寺
社
の
由
緒
等
を
調
べ
た
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
の
記
録
に

は
、「
京
都
知
恩
院
末
　
普
光
寺
村
普
光
寺
　
古
跡
大
伽
藍
地
、
其
基
址
于
今
顕
然
、

往
昔
者
真
言
密
宗
之
由
、
三
百
年
来
漸
零
落
、
百
廿
余
年
以
来
戦
国
之
時
分
終
大
破
、

中
興
明
暦
三
丁
酉
浄
土
専
念
宋
（
宗
）
忠
西
法
師
再
興
（
後
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
信
濃
史
料
刊
行
会
一
九
七
六
　『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
十
四
巻
』「
寺
社
領
幷
由
緒

書
」

10
　『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
第
十
一
巻
』
一
九
七
五
　
信
濃
史
料
刊
行
会

11
　
嘉
永
二
年
、
寛
文
十
一
年
の
普
光
寺
村
田
方
御
検
地
帳
水
帳
を
写
し
た
帳
面
の
末

尾
に
「
百
姓
代
藤
右
衛
門
　
組
頭
吉
郎
次
　
庄
屋
権
左
衛
門
（
後
略
）」
と
あ
る
。

　
　
窪
田
武
志
家
文
書
　
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
蔵

12
　
窪
田
武
志
家
文
書
　
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
蔵

13
　
質
入
れ
の
年
季
に
つ
い
て
「
替
佐
村
五
人
組
改
帳
」（
注
２
に
同
じ
）
は
次
の
よ

う
に
記
す
。

　「
従
前
々
被
仰
渡
候
通
り
、
田
畑
永
代
売
買
一
切
仕
間
敷
候
事
、
年
季
者
十
ケ
年
ヲ

限
り
証
人
を
立
て
、
名
主
・
五
人
組
為
加
判
慥
成
証
文
ニ
而
売
買
可
申
候
（
後
略
）」

14
　
寅
吉
の
よ
う
な
百
姓
の
子
が
孤
児
に
な
っ
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
「
替
佐
村
五

人
組
改
帳
」
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　「
百
姓
之
子
幼
少
ニ
而
親
ニ
別
レ
百
姓
仕
義
不
罷
成
候
而
、
親
類
幷
名
主
・
組
頭
・

五
人
組
・
長
百
姓
立
合
家
財
帳
ニ
印
形
仕
置
、
親
類
之
内
慥
成
者
吟
味
仕
為
致
証
文

預
ケ
置
、
為
賄
其
子
成
人
次
第
ニ
無
相
違
為
渡
可
申
候
、
如
何
様
之
小
百
姓
ニ
而
茂
、

為
私
潰
し
不
申
可
成
程
ハ
救
可
申
候
（
後
略
）」

15
　
天
保
の
飢
饉
の
状
況
に
つ
い
て
は
各
地
に
記
録
が
残
る
。
近
隣
で
は
、
柏
原
町
区

誌
（
注
１
に
同
じ
）
に
、
柏
原
村
徳
左
衛
門
が
記
し
た
『
諸
事
書
留
覚
』
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
が
一
部
を
抜
き
書
き
し
て
お
く
。

　
天
保
四
年
「
春
来
不
順
気
…
田
畑
大
不
作
困
窮
と
相
成
、
人
気
騒
々
敷
、
米
穀
・
塩

等
も
大
高
直
」

　
天
保
五
年
「
春
来
順
気
宜
敷
雪
も
二
月
十
五
日
迄
ニ
不
残
消
申
候
、
作
立
も
早
ク
田
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畑
十
分
稲
穂
抔
八
重
穂
咲
申
候
」（
こ
の
年
は
豊
作
で
あ
っ
た
）

　
天
保
六
年
「
当
年
も
兎
角
不
順
気
作
方
不
熟
平
均
六
分
作
也
畑
は
大
違
作
」

　
天
保
七
年
「
巳
ノ
年
（
天
保
四
年
）
同
様
、
春
来
不
陽
気
ニ
而
冷
気
…
巳
年
同
様
大

凶
作
ニ
相
成
」

　
天
保
八
年
「
今
年
も
土
用
中
雨
天
冷
気
作
方
不
熟
田
地
は
平
均
六
分
位
牟
礼
ゟ
坂
上

此
辺
は
弐
分
位
」

　
　
う
ち
続
い
た
凶
作
の
た
め
、
各
地
で
暴
動
・
一
揆
が
発
生
し
た
が
、
当
地
で
も
天

保
八
年
十
二
月
に
「
飯
山
騒
動
浅
野
事
件
」
と
称
さ
れ
る
百
姓
一
揆
が
起
こ
っ
て
い

る
（
西
原
三
郎
一
九
七
二
『
実
説
　
信
州
飯
山
騒
動
』）。

16
　
飯
綱
町
役
場
文
書
　
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館
保
管

17
　
金
井
清
敏
一
九
九
三
『
飯
山
市
誌
』「
天
保
の
飢
饉
」
飯
山
市
誌
編
纂
委
員
会

18
　
平
凡
社
一
九
八
七
『
群
馬
県
の
地
名
』「
植
野
村
」

19
　
本
稿
で
触
れ
た
以
外
に
も
、
久
兵
衛
は
本
当
に
「
神
社
佛
閣
参
詣
」
に
出
た
の
か

と
い
う
疑
問
も
感
じ
て
い
る
。
久
兵
衛
ら
の
身
元
は
寅
吉
の
証
言
が
な
け
れ
ば
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
久
兵
衛
は
手
形
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
正
式
な
旅
で
あ

る
な
ら
手
形
を
所
持
し
な
い
は
ず
が
な
い
。
久
兵
衛
が
村
を
去
っ
た
天
保
八
年
は
と

り
わ
け
凶
作
の
年
だ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
生
活
に
困
窮
し
夜
逃
げ
を
し
た
可

能
性
も
あ
る
。
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